
令和８年 「奈良県宿泊統計調査（1～６月分）」結果（速報値） 

概要 

 

 
調査結果の主な特徴 

・令和８年の延べ宿泊者数（速報値）は、令和７年（確定値）に比べ、2.0％増加した。 

・令和８年の外国人延べ宿泊客数（速報値）は、令和７年（確定値）に比べ、15.7％減

少した。 

・国別の割合は、アメリカ、中国、台湾、韓国、フランスが上位を占めた。令和 6年か

ら中国の増加が際立ってきたが、中国が昨年から大幅に減少した。韓国や台湾、アメ

リカ、フランスの割合が増えている。 

 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

R7 214,576 211,284 308,548 340,643 355,991 278,235

R8 247,133 227,164 336,092 316,106 358,542 259,679
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延べ宿泊者数（速報値）

1月 2月 3月 ４月 ５月 ６月

R7 38,250 37,523 58,946 92,121 74,223 62,160

R8 42,607 41,193 62,416 65,443 53,172 41,385
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外国人延べ宿泊者数（速報値）

R7計 363,223人 R8計 306,216人

R7→R8 15.7％減

※延べ宿泊者数の内数

R7計  1,709,277人  R8計 1,744,716人 
R7→R8 2.0％増 


